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令
和
６
年
度
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
板
橋
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方
、
本

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
元
日
に
起
き
ま
し
た
石
川
県
能
登

半
島
地
震
で
最
大
震
度
７
の
激
し
い
揺
れ

を
観
測
し
、
建
物
崩
壊
や
津
波
の
被
害
、

地
盤
の
隆
起
や
崖
崩
れ
に
よ
る
道
路
等
の

寸
断
な
ど
と
激
甚
な
被
害
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。
全
老
連
お
よ
び
東
老
連
に
お
い

て
も
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災
害
」

に
対
す
る
救
援
拠
金
の
取
組
み
を
発
表
し

ま
し
た
。
板
橋
シ
ニ
ア
連
に
お
い
て
も
東

老
連
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
現
地
の
高
齢
者

へ
の
励
ま
し
と
老
人
ク
ラ
ブ
等
へ
の
支
援

活
動
を
行
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。
本
年
２

月
度
の
板
橋
シ
ニ
ア
連
理
事
会
に
お
い
て

各
支
部
長
様
に
は
、
詳
細
な
説
明
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
単
位
ク
ラ
ブ
会

長
様
に
は
何
卒
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
本
年
３
月
度
お
よ
び
４
月
度
の

理
事
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
救
援

拠
金
は
、
東
老
連
指
定
の
口
座
に
振
込
い

た
し
ま
す
。

板
橋
シ
ニ
ア
連
は
、
本
年
度
の
目
標
①

会
員
加
入
促
進
運
動
計
画
②
高
齢
者
の
健

康
管
理
を
維
持
す
べ
く
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

会
長
あ
い
さ
つ

板
橋
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長

板
橋
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　　
土
田
　
保
年

土
田
　
保
年

令
和
６
年
　
新
年
度
を
迎
え
て

令
和
６
年
　
新
年
度
を
迎
え
て

グ
の
実
施
を
掲
げ
て
活
動
を
開
始
し
て
お

り
ま
す
。
特
に
会
員
加
入
促
進
運
動
は

年
々
減
少
し
て
お
り
ま
す
会
員
を
増
や
す

こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
計
画
と
は
裏
腹
に

昨
年
度
に
お
い
て
板
橋
シ
ニ
ア
連
の
中
で

６
ク
ラ
ブ
が
会
長
辞
任
に
伴
い
解
散
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
延
べ
２
３
６
名
の

方
が
行
き
場
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
板
橋
シ
ニ
ア
連
と
し
て
当
該
支
部
の

皆
様
と
連
係
し
会
員
の
方
々
が
楽
し
く
過

ご
せ
る
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

板
橋
シ
ニ
ア
連
が
推
奨
し
て
い
る
近
隣

ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を
ぜ
ひ
と
も
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
の
老
化
を
防
ぎ
健
康
な
体
力

を
維
持
す
る
た
め
に
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
く
所
存
で
す
。
筋
力
が
低

下
し
ま
す
と
体
に
弊
害
が
生
じ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
板
橋
シ
ニ
ア

連
の
テ
ー
マ
と
し
て
本
年
も
継
続
し
て
運

動
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、何
卒
趣
旨
ご
理
解
の
上
、

本
年
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

私たちは板橋区シニアクラブ連合会の活動を応援しています。     
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新
年
度
を
迎
え
、
板
橋
区
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
度
は
、
５
月
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

症
法
上
の
位
置
づ
け
が
５
類
に

変
更
さ
れ
、
様
々
な
活
動
の
再

開
に
よ
り
、
賑
わ
い
が
戻
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

作
品
展
、
芸
能
大
会
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の

ク
ラ
ブ
活
動
に
戻
り
つ
つ
あ
る

中
、
シ
ニ
ア
世
代
の
趣
味
活
動

や
生
き
が
い
づ
く
り
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

板
橋
区
で
は
、
誰
も
が
年
齢

を
重
ね
て
も
安
心
し
て
住
み
慣

れ
た
ま
ち
に
住
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、「
板
橋
区
版
Ａ

Ｉ
Ｐ
」
を
構
築
し
、様
々
な
施
策

を
推
進
し
て
い
ま
す
。そ
の
一
環

区
長
あ
い
さ
つ

板
橋
区
長

板
橋
区
長
　　
坂
本
　
　
健

坂
本
　
　
健

健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み

健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み

と
し
て
、高
齢
期
に
お
い
て
介
護

を
必
要
と
す
る
こ
と
な
く
、
元

気
に
暮
ら
す
た
め
、
健
康
寿
命

を
延
伸
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
、シ
ニ
ア
世
代
活
動
支
援
の
取

組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
活
発
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
、
シ
ニ
ア
世
代
活
動
を

率
先
し
、
区
の
目
指
す
「
豊
か

な
健
康
長
寿
社
会
」
の
実
現
に

つ
な
が
る
重
要
な
役
割
を
果
た

さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
高
齢
者
福
祉
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
て
き
た
貴
会
の

お
力
添
え
に
、
こ
こ
に
改
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
昨
年
５
月
に
、
名
称
を
変

更
さ
れ
、
新
た
な
旅
立
ち
を
さ

れ
た
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
及

び
各
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
今
後
の

益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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板
橋
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長

板
橋
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　　
土
田
　
保
年

土
田
　
保
年

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
参
加
し
て

令
和
５
年
度
に
お
け
る
全
老
連
大
会
が

11
月
８
日
（
水
）
と
９
日
（
木
）
の
両
日
、

秋
田
県
秋
田
市
ミ
ル
ハ
ス
大
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
の
全
国

大
会
は
板
橋
区
に
お
い
て
は
大
変
喜
ば
し

い
大
会
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
優
良

郡
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
、
東

京
都
の
推
薦
を
受
け
受
賞
し
た
こ
と
。
ま

た
、
育
成
功
労
者
と
し
て
前
板
橋
シ
ニ
ア

連
会
長
の
阿
部
勲
様
が
受
賞
さ
れ
た
こ
と

で
あ
り
、
大
き
な
大
会
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
私
た
ち
は
団
体
・
個
人
と
も
板
橋

区
が
受
賞
し
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
今

後
と
も
自
信
を
持
っ
て
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活

動
に
邁
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

各
ク
ラ
ブ
の
方
々
が
一
致
団
結
し
て
活
動

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ご
協
力
を

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
１
３
５
１
名

の
方
が
参
加
し
、
東
老
連
か
ら
は
22
名
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。
表
彰
受
賞
者
は

２
４
０
名
で
東
老
連
は
６
名
で
し
た
。
式

次
第
で
は
、
全
老
連
会
長
の
ご
あ
い
さ
つ

か
ら
、
全
老
連
会
長
表
彰
等
が
あ
り
、
各

関
係
者
の
祝
辞
、
大
会
宣
言
、
開
催
地
活

動
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
地

域
支
え
合
い
活
動
を
広
げ
よ
う
」
と
題
し

て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
全
国
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
理
事

長
池
田
昌
弘
様
が
ご
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
者
は
「
秋
田
県
老
連
」「
横
浜
市
老

連
」「
山
口
県
老
連
」
の
方
々
が
発
表
さ

れ
、
と
て
も
有
意
義
な
発
表
で
し
た
。
次

回
は
神
奈
川
県
老
連
、
川
崎
市
老
連
が
令

和
６
年
11
月
20
日
（
水
）
～
21
日
（
木
）

に
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

心に残る弦楽器（スコップ）の音色

令
和
５
年
度
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰

11
月
８
日
（
水
）
～
９
日
（
木
）

に
か
け
て
秋
田
県
あ
き
た
芸
術
劇
場

ミ
ル
ハ
ス
に
お
い
て
「
第
52
回
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
で
板
橋
区
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
関
係
者
が
会
長
表
彰
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
受
賞
内

容
と
受
賞
理
由
を
示
し
ま
す
。

１
．
育
成
功
労
表
彰

阿
部　
　

勲
様

（
前
東
老
連
理
事
、
前
板
橋
区
シ
ニ

　

ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
）

平
成
29
年
か
ら
板
橋
区
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
長
と
し
て
、
１
０
０
を

優
に
超
え
る
老
人
ク
ラ
ブ
を
よ
く
と

り
ま
と
め
、
熱
意
を
も
っ
て
地
域
と

連
携
し
た
諸
活
動
を
展
開
し
て
地
域

に
貢
献
し
た
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
平

成
30
年
か
ら
東
老
連
理
事
と
し
て
、

会
員
増
強
運
動
の
推
進
や
友
愛
見
守

り
の
充
実
な
ど
東
老
連
が
抱
え
る
課

題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
東
老
連

の
充
実
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
を
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
優
良
郡
市
区
町
村

　
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

板
橋
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会　

（
昭
和
33
年
設
立
、
平
成
6
年
受
賞
）

健
康
づ
く
り
活
動
と
友
愛
見
守
り

活
動
一
体
的
に
進
め
、
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
は
視
野
の
広
い
ト
ー
タ
ル
な
取

り
組
み
と
な
っ
て
地
域
住
民
に
も
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
連
合
会
と

し
て
も
1
万
人
に
近
い
会
員
を
抱
え

つ
つ
、
ま
と
ま
り
が
あ
っ
て
、
組
織

と
し
て
の
一
体
感
を
有
し
て
い
ま

す
。令

和
5
年
5
月
、
会
員
の
総
意
で

名
称
を
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
変
更
し
、

よ
り
一
層
身
近
な
連
合
会
を
目
指
し

て
い
る
こ
と
。

快
報
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板
橋
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
業
報
告

数
々
の
力
作
に

数
々
の
力
作
に

��
感
動
の
連
続

感
動
の
連
続

第
57
回
作
品
展

10
月
23
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）、

第
57
回
作
品
展
を
高
島
平
区
民
館
３

階
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
度

は
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
法
上
の

５
類
移
行
に
伴
い
、
伸
び
伸
び
と
作

品
を
製
作
さ
れ
た
方
が
多

く
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
前

年
よ
り
は
出
展
数
が
若
干

下
回
り
ま
し
た
が
、
審
査
委

員
の
講
評
は
、「
絵
画
」
で
は

力
作
が
多
く
、
内
容
も
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
て

観
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
展
示
に
な
っ
て
い
ま

す
。「
書
道
」
で
は
、前
年
に

比
べ
て
出
品
数
減
と
な
り

多くの方が来場されました多くの方が来場されました

少
し
残
念
で
す
が
、
力
作
ぞ
ろ
い
で

甲
乙
つ
け
が
た
く
審
査
に
長
時
間
を

要
し
ま
し
た
。
出
品
者
の
〝
書
〟
に

取
組
む
姿
勢
に
敬
服
で
す
。
出

品
者
の
最
高
齢
は
94
歳
で
す
。

手
書
き
文
化
の
灯
を
大
き
く
照

ら
し
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。「
手
芸
」
で
は
、今

年
も
充
実
し
た
作
品
が
多
く
て

感
激
し
ま
し
た
。
作
品
か
ら
は

作
者
の
生
活
価
値
観
が
見
え
て

き
ま
す
。
ま
た
、
作
者
の
誇
り

と
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

27
日
に
は
坂
本
区
長
も
見
学

さ
れ
ま
し
た
。

�

（
教
養
部　

山
口
） 立ち止まってじっくり鑑賞

坂本区長も見学にいらっしゃいました
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上位入賞者

区長金賞 区長銀賞 社会福祉協議会 
会長賞

シルバー人材センター 
会長賞 シニア連会長賞

絵画 小泉　延子 
（煌き俱楽部）

宮﨑　照子 
（常盤光寿会）

岩田　照子 
（エイト熟年会）

山崎ユキ子 
（上板橋高砂会）

平山　利夫 
（双葉高砂会）

書道 黒羽根幸子 
（楽友クラブ）

佐々木三佐子 
（乃ぐち松寿会）

坂番　純子 
（蓮沼大原町寿会）

三井　英徳 
（北寿クラブ）

榊原恵美子 
（高一寿会）

短歌 磯部志津子 
（仲宿睦双葉会）

藤越　秀明 
（朝日クラブ）

浅井　幸子 
（朝日クラブ）

大塚トモ子 
（清水町清寿会）

鈴木ミツ子 
（蓮根坂下三丁目芳寿会）

俳句 勝島美智子 
（板三三桜会）

髙林　文江 
（和泉クラブ）

山田　照江 
（舟渡福寿会）

小池　永恵 
（愛染寿栄クラブ）

大塚　中子 
（三園寿クラブ）

写真 関口　きよ 
（蓮沼大原町寿会）

増山　新一 
（舟渡福寿会）

土屋　幸男 
（清和クラブ）

佐藤　　忠 
（朝日クラブ）

古俣　光昌 
（南一長寿クラブ）

手芸 但木　勝恒 
（朝日クラブ）

秋山　順子 
（藤栄クラブ）

保坂　周子 
（舟渡福寿会）

鬼塚　和子 
（西台五美会）

杉本八重子 
（常盤光寿会）

園芸 吉田　勝之 
（前野寿クラブ）

尾美　　助 
（氷川クラブ）

小倉　文子 
（成増松竹会）

奥積　清子 
（成増松竹会）

相田　きよ 
（成増南松寿クラブ）

陶芸 八方　光枝 
（SUN クラブ）

倉成　桂子 
（SUN クラブ）

野澤　秀子 
（SUN クラブ）

日野　恵子 
（子安クラブ）

伝田　龍行 
（大和会）

合計 8 8 8 8 8

努力賞受賞者
努力賞（１） 努力賞（２） 努力賞（３） 努力賞（４） 努力賞（５）

絵画 坂田　節子 
（成増松竹会）

植松　千代 
（蓮根五月会）

内田美智子 
（双葉高砂会）

石田　文子 
（煌き俱楽部）

斎藤　礼子 
（舟渡福寿会）

書道 窪田　登久 
（煌き俱楽部）

服部千代子 
（中丸中町白寿会 or 稲荷台清

春クラブ）

増野　孝雄 
（仲宿睦双葉会）

野田　　智 
（寿クラブ）

鈴木　素子 
（仲町長寿会）

短歌 杉本フミエ 
（仲宿睦双葉会）

長野　恵子 
（中台若松会）

八木　幸子 
（上板橋高砂会）

鈴木　　曻 
（蓮根坂下三丁目芳寿会）

三堀　龍江 
（朝日クラブ）

俳句 金子　　永 
（仲宿睦双葉会）

松田　　翠 
（常盤光寿会）

宝田　　豊 
（上板橋喜楽会）

橘　　恭子 
（朝日クラブ）

江原　輝義 
（双葉蓬莱会）

写真 米丸　　尭 
（成増松竹会）

小椋　尊典 
（東山光寿会）

長沢　　勇 
（南一長寿クラブ）

津野　好子 
（和泉クラブ）

野澤　　弘 
（赤塚百寿会）

手芸 桜井　芳枝 
（東山光寿会）

泉田　順子 
（徳丸マナーズクラブ）

工藤　一夫 
（蓮根東寿会）

佐々木洋子 
（楽友クラブ）

水口ヒロ子 
（東山光寿会）

双葉蓬莱会 
（グループ）

浜野　勝代 
（成増松竹会）

園芸 佐藤ちづ子 
（成増松竹会）

飯島高友子 
（成増松竹会）

管野ヒテ子 
（成増松竹会）

佐々木三佐子 
（乃ぐち松寿会）

山口　節子 
（上板橋喜楽会）

堀沢　ヨネ 
（富士見長友会）

陶芸 和田　幸路 
（東山光寿会）

梶野　則子 
（常盤光寿会）
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多
く
の
会
員
功
績
残
す

多
く
の
会
員
功
績
残
す

第
37
回

東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

代表としてあいさつする阿部前会長

12
月
7
日（
木
）文
京
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、

東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
あ
い
さ
つ
、
祝
辞
、

そ
し
て
各
部
門
の
代
表
者
が
壇

上
で
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し

た
。
最
後
に
「
退
任
理
事
・
監

事
」
を
代
表
し
て
、
阿
部
板
橋

シ
ニ
ア
連
前
会
長
が
感
謝
状
を

受
け
取
り
、
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
さ
れ
ま
し
た
。　

板
橋
区
関
係
で
、
昨
年
度
の

東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

長
書
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次

の
通
り
で
す�
。（
広
報
部　

松
原
）

東京都老人クラブ連合会会長表彰
地区／支部名 被表彰者名 代表者名／役職者名

団体賞
板橋区 土田　保年 板橋シニア連会長

優良老人クラブ
第 12 支部 高島平七福会 西山　　勝

老人クラブ会員増強賞
第４支部 双葉蓬莱会 阿部　　勲
第４支部 富士見長友会 土田　保年
第５支部 北寿クラブ 奥永　和満
第５支部 東山光寿会 松原　　清
第５支部 大谷口四部福寿会 吉田　昌二
第６支部 徳丸ニュースターの会 中尾　幸夫

活動賞「健康づくり部門」
第 10 支部 徳丸マナーズクラブ 宮村　民彦

活動賞「ボランティア部門」
第６支部 上板橋喜楽会 木下　政雄

育成功労者
第４支部 江原　輝義 双葉蓬莱会副会長
第５支部 幾谷登美子 小茂根寿光会地区部長
第５支部 植村　光義 寿クラブ会長
第５支部 西野　廣子 寿クラブ副会長
第５支部 五十里元子 寿クラブ班長
第５支部 早川　澄恵 寿クラブ班長
第６支部 須永　道子 上板橋高砂会副会長
第８支部 蓮沼　久栄 小豆沢グリーンクラブ会計
第９支部 古関　利夫 蓮根五月会副会長

第 12 支部 武藤トミ子 高一寿会副会長
第 12 支部 阿部　好伸 第二高島平寿会会長

育成指導功績者・感謝状（退任役員）
第４支部 阿部　　勲 板橋シニア連前会長 大会参加者の皆さん
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９
月
28
日

（
木
）
10
時
、

板
橋
シ
ニ
ア

連
第
45
回

囲
碁
・
将
棋

大
会
が
、
板

橋
グ
リ
ー
ン

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く

の
囲
碁
・
将
棋
愛
好
者
が
参
加
さ
れ
、

日
ご
ろ
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て

楽
し
い
大
会
で
終
わ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
囲
碁
が
28
名
、
将
棋
が

18
名
。
合
計
で
46
名
で
し
た
。
前
年

は
女
性
の
参
加
者
が
何
名
か
い
ら
っ

９
月
21
日
（
木
）、
令
和
５
年
度

第
34
回
ペ
タ
ン
ク
大
会
を
小
豆
沢
野

球
場
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
28

チ
ー
ム
86
名
、
総
勢
で
１
０
０
名
と

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
２
０
０
０
年
11
月
に
開
か
れ
た

令和５年度第 45回囲碁・将棋大会上位入賞者

囲碁の部
Gr 氏　名 クラブ名

Ａ

優　勝 吉田　隆三 仲宿東寿会
準優勝 大竹　克美 朝日クラブ
３　位 安武　史郎 加賀みどり会

敗者復活賞 菅原　可展 大谷口寿美齢クラブ

Ｂ

優　勝 柏原　武久 中台若松会
準優勝 広木　啓次 四ツ又寿栄会
３　位 久保田和人 小豆沢幸友会

敗者復活賞 金子　良夫 高島平青葉クラブ

Ｃ

優　勝 正木　光廣 東山光寿会
準優勝 板倉　誠一 東新東寿会
３　位 奥田　照夫 東新東寿会

敗者復活賞 但木　勝恒 朝日クラブ

将棋の部
Gr 氏　名 クラブ名

Ａ

優　勝 佐々木和也 板二東シルバー会
準優勝 高野　　弘 富士見長友会
３　位 加藤　英機 清水町清寿会

敗者復活賞 森川　文男 北寿クラブ

Ｂ

優　勝 添田　信明 富士見長友会
準優勝 伊藤　英夫 徳丸春秋会
３　位 山田　利洋 成増団地親和会

敗者復活賞 原田　平雄 蓮根南やすらぎ会

し
ゃ
い
ま
し
た
が
、今
回
は
１
名
の
み

だ
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
。
ま
た
従

来
、
対
局
時
に
は
時
計
を
使
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
熱
心
に
対
局
す

る
方
も
多
く
、
予
定
の
時
間
を
オ
ー

バ
ー
す
る
人
が
出
る
こ
と
も
あ
っ
た

た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
て
「
時
計

の
活
用
」
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
大
会
は
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
過
ぎ
ま
で
か
か
る
た
め
、
次

の
開
催
時
は
昼
よ
り
始
め
る
こ
と
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
書
記　

滝
澤
）

次の一手に頭を悩ます

第
１
回
大
会
の
開
催
以
来
、
根
強
い

人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
定
着
し
て

お
り
ま
す
。

参
加
者
皆
様
の
日
ご
ろ
の
鍛
錬

の
成
果
を
十
分
に
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
優
秀
賞
受
賞

チ
ー
ム
の
皆
様
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（�

体
育
部　

鈴
木
）

注目の一投に視線が集中

優秀賞チーム

南町八千代会 B
東山光寿会 A
東山光寿会 B
上赤塚長生会
清和クラブ A

小茂根二丁目楽生会 A
朝日クラブ A

盤
上
で
名
局
が

盤
上
で
名
局
が

��

繰
り
広
げ
ら
れ
る

繰
り
広
げ
ら
れ
る

第
45
回
囲
碁
・
将
棋
大
会

人
気
の
ペ
タ
ン
ク
に

人
気
の
ペ
タ
ン
ク
に

��

途
切
れ
ぬ
歓
声

途
切
れ
ぬ
歓
声

第
34
回
ペ
タ
ン
ク
大
会

板橋区シニアクラブ連合会7
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令
和
5
年
度
第
14
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
を 

10
月
19
日
（
木
）
に
小
豆
沢

野
球
場
に
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
過
去

最
高
の
50
チ
ー
ム
２
９
０
名
に
関
係
者
を

含
み
、
総
勢
３
０
４
名
と
多
数
の
参
加
の

中
、
団
体
優
勝
は
第
６
支
部
南
一
長
寿
ク

ラ
ブ
（
２
１
５
点
）、個
人
賞
第
１
位
は
第

６
支
部
南
一
長
寿
ク
ラ
ブ
の
江
波
戸
英
子

氏
（
30
点
）
で
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
成
績

は
別
表
の
通
り
で
す
。

当
日
応
援
の
方
も
た
く
さ
ん
来
て
い
た

だ
い
て
、
大
変
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

�

（
体
育
部　

鈴
木
）

第
14
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

秋
空
の
下
、

秋
空
の
下
、

��

熱
気
あ
ふ
れ
る
大
会
に

熱
気
あ
ふ
れ
る
大
会
に

第
36
回
輪
投
げ
大
会

日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
、

日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
、

��

好
投
、
熱
投
続
出

好
投
、
熱
投
続
出

広いグラウンドに歓声が響きます

集中し狙い定める

日頃の成果を遺憾無く発揮

応援に力が入ります

第 14回グラウンド・ゴルフ大会成績表
団体賞

順　位 クラブ名 合計
優　勝 南一長寿クラブ 215 点
準優勝 清和クラブＣ 228 点
３　位 東新東寿会 231 点

第 36回輪投げ大会成績表
団体賞

順　位 クラブ名 合計
優　勝 赤塚百寿会 A 532 点
準優勝 小豆沢グリーンクラブ 514 点
3　位 大和会 A 480 点

個人賞
順　位 クラブ名 氏　名 合計点
優　勝 南一長寿クラブ 江波戸英子 30 点
準優勝 東新東寿会 矢作　純一 31 点
３　位 南一長寿クラブ 杉村　吉雄 31 点

同点の場合は、ホールインワン数、２打の数、年
齢の高い方が上位

ホールインワン賞　５名

個人賞
順　位 クラブ名 氏　名 合計点
優　勝 愛染寿栄クラブ 竹内　　弘 149 点
準優勝 赤塚百寿会 星野友次郎 141 点
3　位 蓮根南やすらぎ会 桑島富美子 138 点

令
和
５
年
度
第
36
回
輪
投
げ
大
会
を 

11
月
20
日
（
月
）
に
小
豆
沢
体
育
館
に
て

35
チ
ー
ム
１
８
１
名
と
関
係
者
９
名
の
総

勢
１
９
０
名
と
多
く
の
方
が
参
加
し
、
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

団
体
優
勝
は
第
11
支
部
赤
塚
百
寿
会

A
（
5
3
2
点
）、個
人
優
勝
は
第
４
支
部

愛
染
寿
栄
ク
ラ
ブ
の
竹
内
弘
氏
（
１
４
９

点
）
で
し
た
。

年
々
優
勝
の
ス
コ
ア
が
下
降
傾
向
に
あ

り
、気
に
か
か
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
。

�

（
体
育
部　

鈴
木
）
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11
月
13
日（
月
）晩
秋
江
戸
の
華
快

晴
の
も
と
、45
名
の
参
加
者
は
笑
顔
満

面
元
気
に
、
先
導
者
で
あ
る
市
橋
さ

ん
、松
田
さ
ん
の
「
ブ
ル
ー
旗
」
の
も

と
２
班
に
分
か
れ
て
午
前
10
時
に
上

野
駅
公
園
口
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

東
北
、
常
磐
線
の
玄
関
口
上
野
駅
を

見
下
ろ
し
な
が
ら
、パ
ン
ダ
橋
を
渡
り

旧
バ
イ
ク
店
街
を
通
り
、寺
院
仏
閣
の

多
い
東
上
野
住
宅
地
を
通
り
伊
能
忠

敬
の
菩
提
寺
「
源
空
寺
」
を
墓
参
し

ま
し
た
。

１
月
29
日
（
月
）
～
２
月
２
日

（
金
）
に
か
け
て
、
板
橋
区
役
所
１

階
ロ
ビ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー

ス
に
お
い
て
板
橋
シ
ニ
ア
連
行
事
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
行
わ
れ

ま
し
た
「
作
品
展
」
の
区
長
金
賞
・

銀
賞
、
受
賞
作
品
の
展
示
お
よ
び
板

橋
シ
ニ
ア
連
の
各
種
行
事
を
写
真
パ

ネ
ル
で
紹
介
し
ま
し
た
。
来
場
者
は

９
０
０
名
も
あ
り
、
寿
大
学
や
各
種

行
事
へ
の
質
問
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
作
成
し
た
各
ク
ラ
ブ
活
動

状
況
と
寿
大
学
の
入
学
案
内
を
多
数

配
布
し
ま
し
た
。

か
っ
ぱ
橋
本
通
り
に
入
り
、
入
谷

南
公
園
で
休
憩
を
と
り
、
そ
の
後
秋

葉
神
社
、か
っ
ぱ
寺
、松
が
谷
の
矢
先

稲
荷
神
社
、
東
京
本
願
寺
を
通
り
抜

け
て
国
際
通
り
を
横
断
。
花
や
し
き

通
り
、
ひ
さ
ご
通
り
に
入
り
、
浅
草

公
会
堂
、
五
重
塔
が
そ
び
え
立
つ
浅

草
寺
を
眺
め
な
が
ら
、
各
自
ス
マ
ホ

カ
メ
ラ
撮
り
に
夢
中
で
し
た
。
仲
見

世
通
り
に
入
り
雷
門
を
通
り
、
都
営

地
下
鉄
浅
草
駅
で
解
散
し
ま
し
た
。

無
事
故
で
束
の
間
１
時
間
50
分
、

６
・
５
km
の
上
野
浅
草
の
散
歩
で
し

た
。

�

（
厚
生
盛
年
部　

小
菅
）

台
東
区

台
東
区

「
上
野
浅
草
」
を
訪
ね
て

「
上
野
浅
草
」
を
訪
ね
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

歴
史
散
歩

受
賞
作
品
を
通
し
て

受
賞
作
品
を
通
し
て

��

魅
力
を
紹
介

魅
力
を
紹
介

板
橋
シ
ニ
ア
連
Ｐ
Ｒ
展

青空に東京スカイツリーが映える

�

（
総
務
部　

根
本
） 各種行事等の紹介も行いました

受賞した作品を展示

板橋区シニアクラブ連合会 第195 号9
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東部版

11
月
３
日
（
金
）
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
に

て
、
城
西
ブ
ロ
ッ
ク
板
橋
区
女
性
社
会
部

健
康
教
室
事
業
「
若
返
り
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

が
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
行
わ
れ
、
板

橋
シ
ニ
ア
連
土
田
会
長
を
は
じ
め
、
老
若

男
女
大
勢
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

内
容
の
一
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
例
え
ば

大
き
な
声
で「
も
み
じ
」の
歌
を
歌
い
な
が

ら
、
手
は
グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー
・
グ
ー
チ
ョ

キ
パ
ー
・
グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー
・
グ
ー
チ
ョ

キ
パ
ー
・
グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー
・
グ
ー
パ
ー

手
拍
子
５
回
グ
ー
チ
ョ
キ
と
手
を
動
か
し

た
り
、
指
数
字
と
「
手
の
運
動
」
や
頭
を

使
い
「
脳
ト
レ
」、
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま

歩
く
「
ミ
シ
ン
踏
み
」
の
よ
う
に
、
つ
ま

先
・
か
か
と
・
つ
ま
先
・
か
か
と
と
体
全

体
を
動
か
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
今

ま
で
あ
ま
り
大
き
な
声
を
出
せ
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
回
は
思
い
切
り
大
き
な
声

を
だ
し
、
ま
た
大
き
な
口
を
あ
け
、
大
笑

い
し
て
楽
し
い
一
時
で
し
た
。

そ
の
後
頭
は
す
っ
き
り
、
体
も
す
っ
き

り
身
軽
に
な
り
、
ま
た
ス
ト
レ
ス
解
消
に

も
な
り
ま
し
た
。

と
て
も
気
持
ち
の
よ
い
１
日
で
し
た
。

皆
様
も
気
軽
に
お
友
達
を
誘
っ
て
「
若

返
り
リ
ト
ミ
ッ
ク
」
等
、
健
康
教
室
に
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

�

（
女
性
・
社
会
部　

但
木
）

城
西
ブ
ロ
ッ
ク
板
橋
区
女
性
社
会
部

健
康
教
室
事
業

「
若
返
り
リ
ト
ミ
ッ
ク
」
に

「
若
返
り
リ
ト
ミ
ッ
ク
」
に

��

参
加
し
て

参
加
し
て

秋
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行

総
勢
総
勢
6
0
0

6
0
0
名
が
参
加

名
が
参
加

富士山を一望

全身を使い元気に体操

小道具を使いリズム良く

９
月
25
日
（
月
）
か
ら
９
月
27
日

（
水
）の
３
日
間
に
か
け
て
板
橋
シ
ニ
ア

連
秋
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
を
開
催
し
ま

し
た
。

伊
豆
メ
ロ
ン
狩
り
、
富
士
山
本
宮
浅

間
大
社
参
拝
、
富
士
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
見
学
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

当
日
は
お
天
気
も
良
く
秋
の
澄
ん
だ

空
気
の
中
、
富
士
山
も
き
れ
い
に
見
え

て
お
り
ま
し
た
。
お
み
足
の
弱
い
高
齢

の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
同
じ

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
仲
間
の
方
が
サ
ポ
ー

ト
さ
れ
る
と
い
う
微
笑
ま
し
い
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。
思
い
や
り
と
助
け
合
い

が
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
意
味
だ
と
思

い
ま
す
。
高
齢
者
の
境
遇
を
思
い
や
れ

る
の
は
同
じ
地
域
に
住
む
高
齢
者
同
士

で
す
よ
ね
。

今
回
の
旅
行
で
欲
を
言
う
と
メ
ロ
ン

狩
り
自
体
は
好
天
候
続
き
で
メ
ロ
ン
の

生
育
が
早
す
ぎ
、
実
際
の
収
穫
体
験
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
直
径
20
ｃｍ
く

ら
い
の
箱
か
ら
は
み
出
し
そ
う
な
大
き

な
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
を
一
人
一
個
お
土
産

に
い
た
だ
き
十
二
分
に
楽
し
い
行
楽
で

あ
っ
た
。
と
皆
さ
ん
ご
機
嫌
で
し
た
。

25
日
２
０
１
名
、
26
日
１
８
０
名
、

27
日
２
１
９
名　

合
計
６
０
０
名
の
参

加
で
あ
り
ま
し
た
。

�

（
文
化
部　

金
子
）
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第
11
支
部
主
催
　
世
代
交
流
事
業

　「
未
来
と
希
望
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
」

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
小
学
生
と
の
間
で
始

ま
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
高
齢
者
や
子
ど

も
、
地
域
住
民
な
ど
幅
広
い
世
代
の
交
流

を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
も
２

月
３
日（
土
）

～
４
日（
日
）

に
か
け
て
、

成
増
駅
北
口

に
あ
る
成
増

ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
て

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

赤
塚
小
学

校
、
下
赤
塚

小
学
校
、
赤

塚
新
町
小
学
校
、
成
増
小
学
校
、
成
増
ヶ

丘
小
学
校
、
三
園
小
学
校
の
６
校
に
通
う

２
年
生
が
描
い
た
作
品
、
約
６
０
０
点
も

の
絵
画
が
会
場
を
彩
り
ま
し
た
。
絵
に
書

い
て
あ
る
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
読
む
と
本
当
に
嬉
し

第
4
回
　
ひ
こ
ば
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

く
な
り
ま
す
。

ま
た
会
場
に

は
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
会
員
が
作
っ

た
作
品
も
飾
ら

れ
、
折
り
紙
も

折
っ
て
世
代
交

流
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
か
ら
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ボ
ッ
チ
ャ
も

会
場
で
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
２
日
間
で
３
０
０
名
を
超

え
る
来
場
者
が
あ
り
、
大
成
功
に
終
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
「
ひ
こ
ば
え
」
と
は
？

ひ
こ
ば
え（
孫
生
え
）と
は
木
の
根
元
か

ら
出
る
若
い
芽
の
こ
と
。
小
学
生
２
年
生

を
若
葉
と
し
て
モ
チ
ー
フ
に
し
ま
し
た
。

未
来
に
向
か
っ
て
成
長
す
る
若
葉
が
健
や

か
に
真
直
ぐ
力
強
く
伸
び
て
い
く
こ
と
を

希
望
し
て
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
年
輪
が
土
台
と
し
て
そ
れ

を
し
っ
か
り
支
え
て
い
ま
す
。

第
11
支
部
　
鈴
木

11
月
２
日
（
木
）、
板
橋
区
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
主
催
、
板
橋
区
共
催
、
板
橋

区
社
会
福
祉
協
議
会
、
後
援
の
「
板
橋
区

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会　

第
60
回
芸
能
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

板
橋
シ
ニ
ア
連
有
志
に
よ
る
余
興
を
お

楽
し
み
い
た
だ
い
た
後
、
開
会
式
を
催
し

ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
区
長 

坂
本
健

氏
、
区
議
会
議
長 

田
中
や
す
の
り
氏
、
社

会
福
祉
協
議
会
会
長 

相
田
義
正
氏
、
健
康

生
き
が
い
部
長 

宮
津
毅
氏
を
お
招
き
し

ま
し
た
。
代
表
し
て
区
長
、
区
議
会
議
長

よ
り
あ
り
が
た
い
お
祝
い
の
お
言
葉
を
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。今
回
の
芸
能
大
会
は
、

ク
ラ
ブ
名
が
改
称
し
て
初
め
て
の
開
催
で

す
。
心
機
一
転
し
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
出
演
者
は
、
31
グ
ル
ー

プ
１
９
８
名
、
総
参
加
者
約
５
５
０
名
で

し
た
。�

（
文
化
部　

金
子
）

第
60
回
芸
能
大
会

ク
ラ
ブ
名
改
称
し

ク
ラ
ブ
名
改
称
し

��

初
開
催

初
開
催双葉蓬莱会「江戸芸かっぽれ」

　新型コロナも下火になり開催の告知も
心して周知していきたいと考えています。

・６月17日（月）
  「第12回思い出の唄と踊りの集い」

・11月18日（月）
  「第61回芸能大会」

今後の行事予定今後の行事予定

たくさんの力作が並びましたたくさんの力作が並びました

プロジェクトメンバープロジェクトメンバー

板橋区シニアクラブ連合会11 第 195 号
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第
２
支
部
は
、
コ
ロ
ナ
の
落
ち
着
き
始

め
た
10
月
10
日
（
火
）、ト
ッ
プ
ワ
ー
ル
ド

の
黒
川
さ
ん
の
お
世
話
で
久
し
ぶ
り
に
日

帰
り
旅
行
を
企
画
し
ま
し
た
。
７
ク
ラ
ブ

の
48
名
が
集
い
、
大
型
バ
ス
一
台
で
板
橋

を
出
発
。
首
都
高
速
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
、

海
ほ
た
る
を
見
学
し
休
憩
。
次
に
お
待
ち

か
ね
千
葉
県
富
津
市
の
小
泉
酒
造
の
銘
酒

「
東と

う

魁か
い

盛ざ
か
り」
は
美
味
し
く
試
飲
で
き
る
の

で
、
旅
の
初
め
の
景
気
づ
け
に
数
種
類
飲

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
国
ホ
テ
ル
・
旅
館
百
選
の
上
位
名
旅
館

西
伊
豆
「
堂
ヶ
島
　

ニ
ュ
ー
銀
水
荘
」

日
帰
り
親
睦
旅
行

第
４
支
部

第
２
支
部

支
部
紹
介

晩
秋
の
11
月
30
日
（
木
）
か
ら
12
月
１

日
（
金
）
秋
晴
れ
の
も
と
、
久
し
ぶ
り
の

支
部
旅
行
へ
。
総
勢
31
名
の
参
加
で
早
朝

の
６
時
55
分
に
志
村
坂
下
バ
ー
ミ
ヤ
ン
前

を
出
発
し
、
前
野
エ
コ
ポ
リ
セ
ン
タ
ー
、

板
橋
本
町
で
富
士
見
地
域
の
メ
ン
バ
ー
と

合
流
し
、
一
路
首
都
高
・
東
名
・
小
田
原

厚
木
道
か
ら
伊
豆
シ
ャ
ボ
テ
ン
公

園
で
昼
食
。
伊
豆
東
海
岸
を
車
窓

か
ら
眺
め
つ
つ
下
田
了
仙
寺
・
日

米
下
田
条
約
締
結
の
地
等
を
見

学
し
、
堂
ヶ
島
温
泉
に
。
途
中
強

風
の
た
め
堂
ヶ
島
遊
覧
船
は
、
欠

航
と
な
り
早
め
の
宿
に
到
着
で
し

た
。
全
室
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
と

こ
の
時
期
ホ
テ
ル
自
慢
の
サ
ン

セ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
（
ロ
ビ
ー
で
生

ビ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
・
ア

イ
ス
・
コ
ー
ヒ
ー
飲
み
放
題
）
付

で
素
晴
ら
し
い
夕
日
と
堂
ヶ
島
の

絶
景
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
展
望
大
浴
場
で
ひ
と
風
呂

浴
び
て
宴
会
場
へ
。
２
時
間
と
い

う
時
間
制
限
も
あ
り
、
料
理
も
半

ば
で
カ
ラ
オ
ケ
モ
ー
ド
に
入
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
自
慢
の
の
ど
を
披

露
さ
れ
、
普
段
見
ら
れ
な
い
お
姿

を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
宴
会
で
は
愛
染
寿
栄
ク
ラ
ブ

の
渡
邉
会
長
が
持
ち
込
み
料
を
支
払
い
、

高
級
ワ
イ
ン
を
振
る
舞
わ
れ
普
段
あ
ま
り

飲
ま
れ
な
い
方
も
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。
宴
会
の
最
後
に
恒
例
の
大
塚
道
子

さ
ん
（
前
野
寿
ク
ラ
ブ
）
の
指
導
で
東
京

音
頭
を
輪
踊
り
で
締
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、幹
事
さ
ん
の
部
屋
で
二
次
会
、

入
れ
替
わ
り
立
ち
代
わ
り
20
数
名
が
集
ま

り
和
や
か
に
飲
み
直
し
歓
談
、
夜
更
け
ま

で
語
り
合
い
楽
し
い
一
夜
を
過
ご
し
ま
し

た
。
２
日
目
は
出
発
前
に
ホ
テ
ル
の
玄
関

前
で
記
念
写
真
、
帰
路
は
海
産
物
の
土
産

な
ど
買
い
物
、
伊
豆
の
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

で
し
ら
す
釜
ま
ぶ
し
膳
の
昼
食
、
そ
し
て

買
い
物
の
後
、
名
水
百
選
の
柿
田
川
湧
水

旅館前にて

久しぶりの旅行に笑顔溢れる

を
見
学
し
、
し
ば
ら
く
東
京
の
喧
噪
を
忘

れ
思
い
出
に
残
る
旅
と
な
り
ま
し
た
。
帰

路
は
道
路
状
況
も
順
調
で
予
定
通
り
に
板

橋
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い

一
泊
旅
行
も
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
回
の
旅
行
で
は
90
歳
以
上

の
方
が
５
名
・
最
高
齢
の
方
は
な
ん
と
95

歳
で
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の

元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
皆
さ

ん
お
仲
間
を
気
遣
い
合
い
な
が
ら
も
無
事

に
楽
し
い
支
部
旅
行
が
で
き
た
こ
と
が
何

よ
り
で
し
た
。
次
回
は
ど
こ
へ
い
く
の
？

と
の
声
が
上
が
る
ほ
ど
で
し
た
。

�

（
第
４
支
部　

小
森
）
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1
月
25
日
（
木
）、第
8
支
部
カ
ラ
オ
ケ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
4
年
越
し
と

な
っ
た
今
回
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
出
演
者
の
半
数
以
上
が
新

し
い
方
に
変
わ
っ
て
お
り
、
世
代
交
代
で

若
返
り
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
開

演
30
分
前
に
は
ほ
と
ん
ど
全
員
着
席
し
て

お
り
、
す
で
に
会
場
内
は
熱
気
ム
ン
ム
ン

の
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

カ
ラ
オ
ケ
が
は
じ
ま
る
と
、
歌
う
方
の

態
度
に
も
自
信
が
感
じ
ら
れ
、
ま
た
全
体

的
に
歌
唱
力
も
上
が
っ
て
お
り
、
4
年
と

4
年
越
し
の
�

カ
ラ
オ
ケ
大
会

第
８
支
部

富
津
市
の
金
谷
港
か
ら
、
東
京
湾
フ
ェ

リ
ー
で
久
里
浜
港
ま
で
約
40
分
間
大
型

フ
ェ
リ
ー
の
醍
醐
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。

フ
ェ
リ
ー
の
走
っ
た
後
に
残
る
泡
が
爽
快

で
す
。

昼
食
は
、「
漁
師
料
理
よ
こ
す
か
」
で
８

種
の
海
鮮
丼
、
天
ぷ
ら
な
ど
美
味
し
く
皆

さ
ん
好
評
で
し
た
。

よ
こ
す
か
ポ
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
地
場

産
野
菜
、
海
産
物
、
お
菓
子
な
ど
い
っ
ぱ

い
買
い
物
を
し
て
、
ケ
ガ
や
事
故
も
な
く

無
事
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
う
年
月
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。今

回
は
洋
室
仕

様
で
音
響
が
よ

か
っ
た
こ
と
、
椅

子
席
だ
っ
た
こ
と

で
体
に
無
理
が
な

か
っ
た
こ
と
、
ま

た
1
ク
ラ
ブ
6
人
で
昼
食
を
入
れ
て
も
3

時
間
半
程
度
で
ち
ょ
う
ど
い
い
長
さ
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
以

前
行
っ
て
い
た
よ
う
に
、
年
2
回
の
開
催

に
戻
し
て
は
、
と
思
う
の
で
す
が
…
…
。

今
回
は
全
員
が
そ
の
こ
と
に
値
す
る
だ

け
の
気
持
ち
を
持
っ
た
大
会
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

�

（
第
８
支
部　

阿
部
）

会場は熱気に包まれました

秋
晴
れ
と
は
い
え
な
い
天
候
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
11
月
10
日
（
金
）
に
11
ク
ラ

ブ
中
９
ク
ラ
ブ
の
婦
人
部
、
総
勢
40
名
と

多
く
の
方
々
に
参
加
を
し
て
い
た
だ
き

「
針
も
糸
も
使
わ
ず
に
作
る
ポ
ー
チ
作
り
」

に
挑
戦
い
た
し
ま
し
た
。

さ
て
、
実
際
の
ポ
ー
チ
作
り
で
す
が
、

ま
ず
材
料
を
手
に
し
た
時
は
「
何
だ
！
こ

ん
な
も
の
か
？
」「
簡
単
だ
」
と
皆
さ
ん
高

を
く
く
っ
た
感
じ
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

手
芸
教
室

第
４
支
部

ど
っ
こ
い
（
針
と
糸
の
代
わ
り
）
布
用
両

面
テ
ー
プ
が
く
せ
者
で
、
思
っ
た
以
上
に

や
っ
か
い
で
扱
い
づ
ら
く
苦
労
し
ま
し

た
。制

作
中
は
参
加
者
同
士
で
わ
か
ら
な
い

と
こ
ろ
を
教
え
合
っ
た
り
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
で

も
講
習
会
を
開
き
た
い
と
い
う
声
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。

�

（
第
４
支
部　

後
藤
・
塩
田
）

意外と奥が深い手芸

こ
の
バ
ス
旅
行

は
、
大
型
バ
ス
一
台

に
７
ク
ラ
ブ
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

少
し
窮
屈
な
感
じ

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
今
は
バ
ス

代
が
高
い
た
め
程
良

い
コ
ス
パ
か
と
思
い

ま
す
。

（
第
２
支
部�

今
井
）
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10
月
23
日
（
月
）
午
前
10
時
30
分
よ
り
、

区
立
紅
梅
児
童
館
に
て
恒
例
の
世
代
間
交

流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
幼

児
親
子
６
組
と
徳
丸
地
区
の
老
人
会
５
ク

ラ
ブ
11
名
、
館
長
、
職
員
を
含
め 

27
名
。

今
回
は
幼
児
親
子
10
組
参
加
予
定
で
し
た

が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
体
調
不
良
の
た

め
４
組
が
不
参
加
と
な
り
、
交
流
の
盛
り

上
が
り
が
欠
け
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
職

員
さ
ん
の
頑
張
り
で
無
事
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
西
崎
指
導
員
に
よ
る
司
会

で
、
紅
梅
児
童
館
小
林
館
長
の
あ
い
さ
つ

と
老
人
ク
ラ
ブ
参
加
者
の
紹
介
（
徳
丸

ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
の
会
、
徳
丸
春
秋
会
、
徳

丸
ほ
の
ぼ
の
ク
ラ
ブ
、
徳
丸
マ
ナ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
、
三
ツ
和
熟
年
ク
ラ
ブ
）
が
あ
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
を
代
表
し
て
三
ツ
和
熟
年
ク

ラ
ブ
の
木
村
会
長
よ
り
館
長
は
じ
め
職
員

さ
ん
へ
準
備
の
お
礼
と
参
加
親
子
さ
ん
へ

感
謝
の
こ
と
ば
で
開
会
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
脳
ト

レ
（
こ
れ
に
は
老
人
会
の
皆
さ
ん
も
苦

闘
）、
玉
入
れ
ゲ
ー
ム
、
交
流
大
玉
送
り

ゲ
ー
ム
、
そ
し
て
メ
イ
ン
は
天
候
に
恵
ま

れ
て
屋
上
に
全
員
移
動
し
て
ジ
ャ
ン
ボ

第
６
支
部
は
、
１
月
に
昔
遊
び
世
代
交

流
を
２
か
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

1
月
20
日
（
土
） 
上
板
橋
小
学
校
の
各

教
室
に
て
、
お
手
玉
や
け
ん
玉
、
コ
マ
、

お
は
じ
き
、
あ
や
と
り
を
各
教
室
で
時
間

を
決
め
て
昔
遊
び
の
交
流
を
し
ま
し
た
。

各
担
当
の
先
生
が
時
間
ご
と
に
巡
回
し
、

我
々
は
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。子
ど
も
に
よ
っ
て
は
よ
く
で
き
る
子
、

初
め
て
で
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
子
と
い

ろ
い
ろ
で
し
た
。
最
初
に
先
生
が
生
徒
に

や
り
方
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
我
々
は

そ
の
手
伝
い
と
い
う
形
で
対
応
し
ま
し

た
。

き
ず
な
深
め
る

�

世
代
間
交
流
会

昔
遊
び

世
代
交
流
会
を
開
催

第
10
支
部

第
６
支
部

シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び
、
老
人
会
の
会
員
も
大

き
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作
り
、
お
子
様
も
声

を
だ
し
追
い
か
け
参
加
者
全
員
が
楽
し
み

ま
し
た
。
最
後
に
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱

し
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム
は
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
後
プ
レ
ゼ
ン
ト
タ
イ
ム
と
し
て
老

人
会
員
一
人
ひ
と
り
の
一
言
感
想
が
あ

り
、
皆
さ
ん
か
ら
喜
び
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
お
子
様
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
し
て
老
人
会
の
皆
さ
ん
に
手
作
り
の
ハ

ン
ガ
ー
を
い
た
だ
き
会
員
一
同
感
激
し
ま

し
た
。
老
人
会
か
ら
は
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ

ト
ソ
ン
三
輪
車
ほ
か
幼
児
用
の
玩
具
を
寄

贈
し
、
館
長
よ
り
披
露
さ
れ
、
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。

最
後
に
西
崎
指
導
員
よ
り
閉
会
の
あ
い

さ
つ
、そ
の
後
出
口
に
向
か
っ
て
２
列
に
並

ん
だ
幼
児
親
子
の
見
送
り
を
受
け
、
老
人

会
の
皆
さ
ん
は
喜
ん
で
激
励
と
お
礼
の

エ
ー
ル
を
送
っ
て
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

�

（
第
10
支
部　

木
村
）

上
板
橋
小
学
校
は
当
日
、
授
業
参
観
日

で
P
T
A
の
方
々
が
お
ら
れ
た
こ
と
も

あ
り
賑
や
か
で
し
た
。
こ
れ
は
上
板
橋
小

学
校
の
行
事
の
一
環
で
、
主
催
は
上
板
橋

小
学
校
で
す
。
子
ど
も
た
ち
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

老
人
会
と
の
交
流
を
し
て
良
い
影
響
が
得

ら
れ
る
と
思
い
、
こ
れ
か
ら
は
少
し
で
も

交
代
で
多
く
会
員
が
交
流
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。

1
月
25
日 

（
木
）
に
は
、
上
板
橋
第
四

小
学
校
の
体
育
館
に
て
交
流
し
ま
し
た
。

1
年
生
の
皆
さ
ん
46
名
で
す
が
、今
回
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患
し
て
い
る
生
徒

が
い
ま
し
た
の
で
、
実
質
20
数
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
当
方
は
、
24
名
で
対
応
し
ま

し
た
。
輪
投
げ
、
お
手
玉
、
け
ん
玉
、
コ

マ
、
折
り
紙
、
あ
や
と
り
を
各
コ
ー
ナ
ー

に
区
分
し
、
我
々
は
手
分
け
し
て
決
め
ら

れ
た
位
置
で
対
応
し
、
生
徒
が
時
間
を
決

め
て
各
コ
ー
ナ
ー
を
回
る
方
式
で
交
流
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
と
て
も
寒
い
日
で
し

た
が
体
育
館
内
は
暖
房
が
あ
り
暖
か
い
環

境
で
し
た
。
私
は
、
け
ん
玉
を
受
け
持
ち

ま
し
た
が
、
遥
か
昔
の
こ
と
で
、
教
え
る

と
い
う
よ
り
も
、
共
に
遊
ん
だ
と
い
う
方

が
正
解
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
他
に
は
、
輪

投
げ
、
コ
マ
、
あ
や
と
り
、
お
手
玉
、
折

り
紙
に
つ
い
て
遊
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
会
員
に
こ
の
行
事
を
体
験
し
て

も
ら
い
、
少
し
で
も
健
康
寿
命
が
延
び
る

よ
う
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
第
６
支
部　

清
水
）

懐かしみながら共に遊びました

お子様から元気をもらいました
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第
11
支
部
で
は
９
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
、
３
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
が
赤
塚

体
育
館
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
９

月
26
日
（
火
）

は
「
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
」、10
月
20
日

（
金
）
は
「
ペ
タ

第
12
支
部
で
は
昨
年
11
月
６
日
（
月
）

に
、
旧
高
島
第
７
小
学
校
校
庭
で
令
和
５

年
度
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

心
配
し
た
天
気
も
ま
ず
ま
ず
で
参
加
者

63
名
が
、午
前
９
時
30
分
よ
り
ス
タ
ー
ト
。

各
自
２
ホ
ー
ル
を
回
り
な
ご
や
か
に
終
了

し
ま
し
た
。

食
欲
、
芸
術
、

�
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

楽
し
く
競
っ
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

第
11
支
部

第
12
支
部

仲間と楽しくプレイ

作
品
展
で
努
力
賞
に
入
り
ま
し
た

単
位
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

双
葉
蓬
莱
会
の
折
り
紙
教
室
は
、
２
ヶ

月
に
１
回
、
講
師
を
会
員
の
川
端
真
由
美

さ
ん
に
お
願
い
し
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

作
品
は
そ
の
時
節
に
合
う
も
の
を
先
生
の

レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
中
か
ら
選
ん
で
も
ら
い
、

楽
し
み
な
が
ら
折
っ
て
い
ま
す
。

以
前
か
ら
作
品
展
の
手
芸
の
入
賞
作
品

を
見
て
、私
た
ち
の
作
品
も
い
つ
か
入
賞
で

き
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。２

年
前
に
初
め
て
秋
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

を
出
品
し
ま
し
た
が
、
見
事
落
選
し
ま
し

た
。今

年
に
入
っ
て
、今
度
こ
そ
は
と
い
う
意

気
込
み
で
、作
品
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま

ず
テ
ー
マ
を
何
に
し
よ
う
か
と
考
え
て
、

や
っ
と
出
た
の
が
、「
童
謡
」
を
テ
ー
マ
に

し
て
作
品
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ま
ず
、チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
み
ん
な
で
た
く

さ
ん
折
っ
て
「
咲
い
た
咲
い
た
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
花
が
…
」が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
そ

の
勢
い
で
童
謡
を
頭
に
描
き
な
が
ら
、カ
タ

ツ
ム
リ
、
め
だ
か
の
学
校
、
も
し
も
し
カ
メ

よ
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
、
カ
エ
ル
の
学
校

等
、
15
曲
の
童
謡
が
浮
か
び
上
が
り
、
全

員
で
喜
々
と
し
て
作
り
上
げ
ま
し
た
。

飾
り
つ
け
は
、「
こ
う
し
よ
う
、
あ
あ
し

よ
う
」
と
楽
し
み
な
が
ら
考
え
、よ
う
や
く

出
品
ま
で
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

「
努
力
賞
」
が
目
に
入
っ
た
時
は
、〝
や
っ

た
ー
!!
〟
と
み
ん
な
で
大
喜
び
で
し
た
。

折
り
紙
は
、
指
先
と
頭
を
連
動
さ
せ
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、折
っ
た
後
は
な
ん

と
な
く
頭
の
回
転
が
良
く
な
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
認
知
症
の
予
防
に
も
つ
な

が
る
こ
と
だ
し
、
仲
間
を
さ
ら
に
増
や
し
、

こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

�

（
第
４
支
部　

江
原
）

双
葉
蓬
莱
会

第
４
支
部

ン
ク
大
会
」、11
月
６
日
（
月
）
に
は
「
輪

投
げ
大
会
」
と
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
ふ
さ
わ

し
く
３
つ
の
競
技
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

人
数
は
前
回
よ
り
減
少
し
ま
し
た
が
、
約

１
２
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

「
輪
投
げ
大
会
」で
は
最
高
年
齢
95
歳
の

方
が
参
加
さ
れ
、
競
技
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
各
競
技
に
お
い
て
日
頃
の

練
習
成
果
を
出
さ
れ
た
方
、
出
さ
れ
な

か
っ
た
方
も
い
た
よ
う
で
す
が
、
ま
た
次

回
の
各
大
会
に
向
け
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

す
べ
て
の
大
会
で
笑
い
と
残
念
が
る
声

が
飛
び
交
い
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、
閉

会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

�
 （

第
11
支
部　

今
井
）

優
勝
は
16
ホ
ー
ル
合
計
30
点
、
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
２
回
の
高
一
寿
会
遠
藤
幾
代
さ

ん
で
し
た
。

�

（
第
12
支
部　

宇
於
﨑
）

9 月に行われたグラウンド・ゴルフ大会

グループで受賞した力作
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第
８
回
歩
け
大
会
開
催

氷
川
ク
ラ
ブ
で
は
、11
月
29
日
（
水
）
に
、

恒
例
の
「
歩
け
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

27
名
の
参
加
申
し
込
み
が
あ
り
、
各
班
に

分
か
れ
実
施
し
ま
し
た
。
本
年
は
、
近
場

の
お
年
寄
り
の
原
宿
と
呼
ば
れ
る
巣
鴨
高

岩
寺
を
目
的
に
出
発
し
、
本
堂
前
に
て
集

合
写
真
の
撮
影
を
済
ま
せ
て
、
各
班
自
由

行
動
、
自
由
解
散
と
決
め
、
散
策
を
開
始

し
ま
し
た
。
と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
参
拝
や
馴

染
み
の
店
で
土
産
を
買
い
求
め
、
昼
食
も

各
班
自
由
に
決
め
、
楽
し
く
談
話
の
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

健
康
な
方
は
旧
中
山
道
を
歩
き
、
足
の

不
自
由
な
方
は
、
地
下
鉄
に
て
帰
途
に
つ

き
ま
し
た
。
穏
や
か
な
晩
秋
の
一
日
を
、会

員
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
、
無
事
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
た
。

�

（
氷
川
ク
ラ
ブ　

尾
美
）

氷
川
ク
ラ
ブ

第
1
支
部

高岩寺で記念撮影

だ
れ
で
も
楽
し
く
麻
雀

高
一
寿
会
（
会
員
２
０
０
名
）
で
は
麻
雀

ク
ラ
ブ
な
ど
ク
ラ
ブ
活
動
が
11
ク
ラ
ブ
あ

り
ま
す
。今
回
は
麻
雀
ク
ラ
ブ
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
毎
週
木
曜
日
、
地
元
の

小
学
校
内
に
あ
る
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
朝
９
時
よ
り
行
な
っ
て
い
ま
す
。

昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
は
１
時
30
分
か
ら

４
時
30
分
ま
で
、中
間
で
休
憩
を
取
り
健
康

管
理
に
注
意
し
な
が
ら
あ
く
ま
で
健
康
麻

雀
が
本
意
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
会
員
25
名
、
女
性
が
半
分
参
加
し

て
い
ま
す
。
年
間
３
回
の
麻
雀
大
会
の
開
催

お
よ
び
、上
期
下
期
の
点
数
累
計
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
会
場
に
て
毎
週
火
曜

日
の
午
後
初
心
者
向
け
の
麻
雀
研
究
会
を

高
一
寿
会

第
12
支
部

わいわい麻雀を楽しみます

行
な
っ
て
お
り
、
高
一
寿
会
の
会
員
以
外
で

も
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。希
望
の
方

は
直
接
会
場
へ
も
し
く
は
高
一
寿
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
高
一
寿
会　

宇
於
﨑
）

阿
部
前
会
長
の

�

素
晴
ら
し
い
講
演

35
周
年
祝
賀
会

７
月
７
日
（
金
）
七
軒
家
集
会
所
で
、当

会
の
誕
生
会
・
親
睦
会
に
阿
部
前
会
長
を

講
師
に
お
招
き
し
ま
し
た
。
教
員
と
し
て

板
橋
区
勤
務
中
の
思
い
出
や
板
橋
シ
ニ
ア

連
の
役
員
在
任
中
の
こ
と
な
ど
を
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
、
出
席
し
た
会
員
の
中
に
は
阿
部

12
月
10
日
（
日
）、私

ど
も
七
福
会
の
35
周
年

の
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、

土
田
板
橋
シ
ニ
ア
連
会

長
始
め
、
12
支
部
阿
部

支
部
長
、
そ
し
て
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
地
域
の
方
々
総
勢
57
名
の
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
に
花
を
添
え
る
よ

う
に
、
12
月
７
日
の
東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
で
、
七
福
会
が
板
橋
で
唯
一
「
優
良

老
人
ク
ラ
ブ
」
を
受
賞
し
た
と
い
う
土
田

会
長
の
言
葉
に
、
改
め
て
私
た
ち
は
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

地
域
の
高
島
平
新
聞
の
社
長
も
参
加
し

て
、
早
速
12
月
15
日
号
に
当
日
の
様
子
を

掲
載
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

七
福
会
が
誕
生
し
て
35
年
、
今
日
の
日

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
私
た
ち
は

こ
の
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
な
会
に
な
っ
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
決
意
し
て
お

り
ま
す
。

集
い
あ
っ
た
一
人
ひ
と
り
が
、
七
福
会

の
40
周
年
そ
し
て
50
周
年
を
見
据
え
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新
た
な
思
い
の
一
歩
を

踏
み
出
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

�

（
高
島
平
七
福
会　

西
山
）

上
板
橋
高
砂
会

第
６
支
部

高
島
平
七
福
会

第
12
支
部

講
師
の
名
前
さ
え
知
ら
な
い
方
が
多
数
で

し
た
が
、終
わ
っ
て
み
れ
ば
大
き
な
拍
手
が

止
ま
ら
な
い
講
演
で
し
た
。
阿
部
前
会
長

の
人
間
と
し
て
の
魅
力
を
垣
間
見
た
素
晴

ら
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

参
加
者
の
な
か
に
は
、
中
学
校
の
生
徒

と
し
て
阿
部
校
長
の
教
え
を
受
け
た
会
員

も
い
ま
し
た
。
一
瞬
の
場
面
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
ド
ラ
マ
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま

し
た
。

�

（
上
板
橋
高
砂
会　

清
水
）
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短
歌
　
　
一
ノ
瀬
美
智
子  

選
・
評

天　

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
の
多
か
っ
た
一

月
。
日
本
中
を
喜
ば
せ
て
打
上
げ
に
成

功
し
ま
し
た
ね
。
よ
く
ま
と
め
て
詠
ま

れ
ま
し
た
。

地　

若
々
し
い
う
た
で
す
。
青
春
の
思

い
出
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
に
元
気
に

生
き
て
下
さ
い
。

人　

運
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
あ

な
た
の
努
力
と
生
命
力
で
す
。
感
謝
の

気
持
で
楽
し
く
生
き
て
下
さ
い
。

天碧へ
き
し
ょ
う
霄
に
ぽ
つ
か
と
浮
か
ぶ
白
い
月

　
「
Ｓス

リ

ム

Ｌ
Ｉ
Ｍ
」
の
着
陸
夢
の
一
歩
へ

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
藤
越
　
秀
明

地利
久
梅
咲
き
て
想
う
は
初
恋
の

　

君
み
ま
か
り
し
青
春
の
候こ
う

�

蓮
根
南
や
す
ら
ぎ
会
　
髙
橋
み
つ
子

人戦
災
も
天
災
も
逃
げ
今
生
き
る

　

正
月
三
が
運
に
感
謝
し

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
田
中
　
正
己

新
築
と
更
地
の
目
立
つ
我
が
町
は

　

世
代
の
変
遷
や
む
な
き
事
か

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
松
村
　
綾
子

は
る
か
な
る
流
れ
に
架
か
る
渡
月
橋

　

降
る
雪
の
中
奥
瑳
珴
風
情

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
篠
﨑
　
章
子

大
雪
や
出
口
だ
け
で
も
道
作
り

　

シ
ャ
ベ
ル
の
重
み
耐
え
か
ね
る
吾

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
田
中
ふ
み
子

正
月
に
凧
揚
げ
遊
び
し
幼
き
日

　

仲
間
の
あ
の
子
も
共
に
九
十

�
常
盤
光
寿
会
　
𠮷
田
　
憲
司

迎
春
の
つ
ど
い
に
舞
た
る
風
の
盆

　

心
ひ
と
つ
に
仲
間
と
踊
る

�

蓮
根
坂
下
三
丁
目
芳
寿
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子

山や
ま

間あ
い

の
バ
ス
停
で
降
り
し
母
の
里

　

手
を
つ
な
ぎ
行
き
し
昔
忘
れ
ず

�

桜
川
旺
寿
会
　
久
保
　
親
二

静
か
な
る
小
春
日
和
の
公
園
で

　

水
鳥
見
な
が
ら
友
と
語
ら
う

�

前
野
寿
ク
ラ
ブ
　
髙
木
　
洋
子

寒
暖
が
定
ま
ら
ぬ
内
師
走
来
る

　

地
球
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
る
様
な

�

及
ぐ
ち
松
寿
会
　
上
野
　
晴
美

今
日
の
無
事
明
日
も
と
祈
り
床
に
つ
く

　

安
否
確
認
さ
れ
て
い
る
身
に

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
賀
　
　
清

天
の
原
カ
ラ
ス
の
行
水
し
て
み
れ
ば

　

背
中
の
垢
を
孫
の
手
で
掻
く

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
増
野
　
孝
雄

赤
旗
の
海
と
な
り
し
や
冬
の
漁

　

口
あ
ん
ぐ
り
の
品
の
良
き
民

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
増
野
　
信
子

教
え
子
は
息
子
も
共
に
パ
イ
ロ
ッ
ト

　

賀
状
を
胸
に
安
全
祈
る

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
新
田
　
大
寒

山
々
は
水
を
蓄
え
川
と
な
り

　

大
地
を
潤
し
命
を
つ
な
ぐ

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
藤
生
　
桂
凰

友
と
来
て
話
題
は
つ
き
ぬ
土
手
の
上

　

小
春
日
和
に
食
欲
が
増
す

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
杉
本
フ
ミ
エ

ベ
コ
ニ
ア
の
咲
き
誇
り
た
る
温
室
の

　

頭
の
上
を
小
鳥
飛
び
交
う

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
三
堀
　
龍
江

大
切
な
事
は
笑
顔
と
ご
挨
拶

　

老
人
会
を
変
わ
り
て
思
う

�

蓮
根
坂
下
三
丁
目
芳
寿
会
　
鈴
木
　
　
曻

山
坂
を
乗
り
越
え
て
来
た
こ
の
肩
に

　

お
っ
と
ど
っ
こ
い
又
の
ぼ
り
坂

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
橘
　
　
恭
子

移
り
ゆ
く
季
節
の
風
情
感
じ
ぬ
ま
ま
に

　

カ
レ
ン
ダ
ー
は
残
り
一
枚

�

及
ぐ
ち
松
寿
会
　
新
井
　
美
知

ち
ょ
っ
と
添
削

短
歌

初
出
展
に
金
賞
が
お
ど
ろ
き
歓
喜
し

　

八
十
路
の
秋
に

→
初
出
展
金
賞
も
ら
い
お
ど
ろ
き
ぬ

　
　

八
十
路
の
秋
に
あ
ふ
る
る
希
望

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
磯
部
志
津
子

襟
元
か
ら
覗
く
セ
ー
タ
ー
春
を
呼
ぶ

　

私
の
好
き
な
若
草
色

→
襟
元
か
ら
覗
く
セ
ー
タ
ー
春
を
呼
ぶ

　
　

私
の
好
き
な
若
草
の
色

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
西
谷
　
照
子

原
稿

集
募

次
回　

１
９
６
号（
７
月
発
行
）

次
回　

１
９
６
号（
７
月
発
行
）

原
稿
締
切
日　

原
稿
締
切
日　

５５
月月
3030
日（日（
木木
））
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俳
句
　
　
大
澤　

游
子  

選
・
評

天　

紅
葉
山
か
ら
湧
き
出
る
水

音
、
仏
様
と
聴
く
二
人
、
な
ん
と
も

厳
か
な
感
じ
が
最
高
で
す
。

地　

中
七
か
ら
下
五
の
表
現
の
発

見
い
い
で
す
ね
。
き
っ
と
幸
運
の

雨
で
し
ょ
う
！

人　

時
間
を
忘
れ
懸
命
な
練
習
姿

が
浮
か
び
ま
す
。
清
書
も
き
っ
と

力
強
い
達
筆
の
こ
と
で
し
ょ
う
。　

天御
仏
と
聴
く
水
音
や
深
紅
葉

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
賀
　
　
清

地夜
の
静
寂
弥
生
の
土
へ
雨
の
音

�

前
野
寿
ク
ラ
ブ
　
青
木
　
真
弓

人日
脚
伸
ぶ
半
紙
飛
び
出
す
筆
の
先

�

双
葉
蓬
莱
会
　
江
原
　
輝
義

新
豆
腐
ほ
の
と
真
水
の
匂
ひ
し
て

�

常
盤
光
寿
会
　
宮
崎
　
幸
雄

父
母
あ
り
て
こ
そ
の
故
郷
曼
珠
沙
華

�

常
盤
光
寿
会
　
畑
　
乃
武
子

夢
破
れ
天
人
災
の
三
が
日

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
田
中
　
正
己

部
屋
ひ
と
つ
灯
し
て
ひ
と
り
雑
煮
餅

�

常
盤
光
寿
会
　
矢
島
千
代
子

濃
く
淹
れ
る
朝
の
珈
琲
大
晦
日

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
藤
越
　
秀
明

冬
の
朝
開
か
ぬ
寂
し
さ
ジ
ャ
ム
の
フ
タ

�
朝
日
ク
ラ
ブ
　
西
谷
　
照
子

芽
吹
く
世
は
天
変
地
異
に
無
事
祈
る

�

蓮
根
東
寿
会
　
今
村
　
　
将

し
あ
わ
せ
が
体
内
巡
る
冬
日
の
湯

�

双
葉
蓬
莱
会
　
大
村
　
和
子

路
地
裏
に
ま
ゆ
黒
々
の
雪
達
磨

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
橘
　
　
恭
子

無
人
な
る
館
の
庭
の
柿
た
わ
わ

�

常
盤
光
寿
会
　
尾
関
　
昭
子

新
米
の
旨
み
は
お
に
ぎ
り
ス
ト
レ
ー
ト

�

常
盤
光
寿
会
　
𠮷
田
　
憲
司

散
る
紅
葉
天
狗
も
見
て
る
や
否
や

�

常
盤
光
寿
会
　
遠
藤
美
代
子

夕
迫
る
ほ
ど
に
輝
く
曼
殊
沙
華

�

桜
川
旺
寿
会
　
久
保
　
親
二

茜
空
く
っ
き
り
富
士
の
初
景
色

�

常
盤
光
寿
会
　
熊
野
　
照
美

初
踊
り
こ
こ
ろ
豊
か
に
わ
れ
老
い
ぬ

�

蓮
根
坂
下
三
丁
目
芳
寿
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子

初
富
士
や
孫
と
か
ぞ
え
る
願
い
ご
と

�

常
盤
光
寿
会
　
鎌
形
　
和
子

余
寒
ま
だ
有
り
て
朝
寝
の
老
の
日
々

�

蓮
根
坂
下
三
丁
目
芳
寿
会
　
鈴
木
　
　
曻

霜
月
や
半
袖
姿
の
登
校
児

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
新
井
　
美
知
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川
　
柳

ち
ょ
っ
と
添
削

俳
句

保
護
犬
は
コ
コ
ア
色
聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン

→
保
護
犬
は
コ
コ
ア
の
毛
色
バ
レ
ン
タ
イ
ン

�

双
葉
蓬
莱
会
　
木
村
　
和
子

昇
龍
の
背
に
乗
り
行
か
ん
初
御
空

→
昇
龍
の
背
に
乗
り
行
か
ん
去
年
今
年

�

常
盤
光
寿
会
　
尾
関
　
昭
子

立り
っ
し
ゅ
ん
春
の
猫ね
こ
お
お
あ
く
び

大
欠
伸
昼ひ
る

下さ

が
り

→
立
春
や
真
昼
の
猫
の
大
欠
伸

�

小
豆
沢
に
り
ん
草
ク
ラ
ブ
　
鈴
木
　
光
正

天
高
く
柿
の
照
葉
や
散
歩
道

→
蒼
穹
へ
柿
の
照
葉
や
散
歩
道

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
三
堀
　
龍
江

藁
燃
や
す
煙
り
た
な
び
く
晩
秋
か
な

→
藁
燃
や
す
煙
た
な
び
く
秋
の
暮

�

常
盤
光
寿
会
　
松
田
　
　
翠

大
寒
や
明
治
の
時
計
ふ
と
こ
ろ
に

→
明
治
の
懐
中
時
計
う
ら
ら
け
し

�

常
盤
光
寿
会
　
鈴
木
ヒ
サ
子

選
挙
戦
新
手
裏
道
金
と
券

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
田
中
　
正
己

イ
ン
ボ
イ
ス
骨
の
髄
ま
で
消
費
税

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
賀
　
　
清

癸み
ず
の
と
う
卯
と
ん
で
跳
ね
跳
ね
次
は
辰

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
藤
生
　
桂
凰

国
出
る
と
微
笑
戻
る
総
理
か
な

�
朝
日
ク
ラ
ブ
　
藤
越
　
秀
明

節
分
に
鬼
の
な
い
国
平
和
か
な

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
新
田
　
大
寒

ゆ
ず
ら
れ
し
座
席
は
温
し
老
い
の
身
に

�

桜
川
旺
寿
会
　
久
保
　
親
二

孫
が
来
た
年
末
年
始
金
欠
病

�

大
和
会
　
鈴
木
　
　
博

年
老
い
て
我
が
子
に
遠
慮
す
る
を
知
る

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
三
堀
　
龍
江

断
捨
離
や
思
い
出
ば
か
り
元
の
ま
ま

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
杉
本
フ
ミ
エ

め
で
た
さ
も
多
分
最
後
の
年
女

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
橘
　
　
恭
子

防 ムラコ災
皆さんは、地震が起きたときや地震の後にガスが止まっ

てしまったときなどの対処方法を知っていますか。いざとい
うときに安全に対処するための方法を覚えておきましょう。

①まずは自分の身の安全を確保しましょう。
②揺れが収まり、周囲の安全が確認できたら、ガスの火を
確認し、火が点いていたときは消してください。ガス臭いと
きはガス漏れのおそれがありますので、ガスの使用をやめ

出典：政府広報オンライン（https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201412/2.html）

て、換気扇や電気のスイッチには触れずに、窓や戸を開
けて換気し、ガス栓、メーターガス栓、ガスボンベのバ
ルブ（LP ガスの場合）を閉めて、
ガス事業者に連絡してください。
③避難するときは、ガス機器を止
め、ガス栓、メーターガス栓、ガ
スボンベのバルブ（LP ガスの場合）
を全て閉めてください。

地震が起きたときガスはどうする？
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ク
ラ
ブ

会
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大
募
集

【活動・行事例】健康講座、社会奉仕活動、スポーツ大会、
寿大学、ウォーキング（歴史散歩）
など…

短歌・俳句・水墨画・押し絵・書道・
陶芸・園芸・謡曲・新舞踊・囲碁・
将棋の11科目が学べます。

教養活動� ◆寿大学　囲碁教室

会員同士の交流を目的とし、日
帰り旅行のほか、春と秋の一泊
旅行、バスハイクがあります。

趣味活動� ◆文化部日帰り旅行

グラウンド・ゴルフのほか、輪投
げやウォーキングなど、健康増
進につながる活動をしています。

健康増進� ◆グラウンド・ゴルフ大会

【お問い合わせ先】
板橋区シニアクラブ連合会

☎03-3963-5334
（※月曜〜金曜10時から15時まで）

　
こ
の
会
報
紙「
板
橋
シ
ニ
ア
連
」は
、

ご
協
賛
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
ス
ポ

ン
サ
ー
の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
倍
旧
の
ご
厚
誼
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
へ
の
御
礼

１
９
４
号
よ
り
、正
式
に
板

橋
シ
ニ
ア
連
と
な
り
会
員
の

方
の
元
気
な
活
動
を
お
伝
え

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、会
員
の
方
の
自
然
減

を
補
う
た
め
、
各
ク
ラ
ブ
で

色
々
な
活
動
を
企
画
さ
れ
て

お
り
、
情
報
共
有
を
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
河
原
）

広
報
部
の
声

広
報
部
の
声
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